
とちぎ人口減少克服宣言 

― 人口減少を乗り越え、未来を共創する ― 
 

 

今、我が国は「静かなる有事」のただ中にいます。 

それは、音もなく進行する、人口減少という見えにくい危機です。 

 

栃木県でも、出生数は 1 万人を下回り、合計特殊出生率も過去最低を 

更新しました。 

若い世代の転出超過も拡大し、活力ある地域の維持が困難となる可能性

があります。 

 

しかし、私たち栃木県人口未来会議は、このことを変革の起点と捉えます。 

この「静かなる有事」を乗り越えるため、そして、若い世代を全力で応援

するため、県全体に広がるムーブメントを起こしていきます。 

 

結婚の希望がかなえられ、こどもを安心して産み育てられる環境がある。 

充実した教育環境があり、働きやすく、働きがいのある職場がある。 

女性や若者が暮らし続けたい、戻ってきたい、と思える場所がある。 

 

このような魅力あるとちぎを築くため、無意識の思い込みや偏見（アンコ

ンシャス・バイアス）を無くし、未来志向で新しい社会づくりに取り組み

ます。 

 

それぞれの主体的な行動が、未来への希望となります。 

職場が変わり、地域が変わり、そして栃木県が変わります。 

さあ、新たな一歩を、今、踏み出しましょう。 
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